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一

安
永
九
年
春
、
美
角
歿
。
西
村
定
雅
の
俳
諧
活
動
は
こ
の
時
ま
で
、

常
に
兄
美
角
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
を
、
几
董
は

｢
美
角
・
定
雅

の
兄
弟
は
、
志
高
山
流
水
の
ご
と
く
俳
諧
に
遊
ぶ
事
他
な
し｣

(『

は
な

ご
の
み』

跋
文)

と
、
伯
牙
・
鍾
子
期
の
関
係
に
な
ず
ら
え
て
い
る
。

伯
牙
は
鍾
子
期
死
し
て
後
、
琴
の
弦
を
断
ち
、
再
び
弾
く
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
定
雅
は
美
角
の
死
を
契
機
に
、
俳
諧
師
と
し
て
、
さ
ら
に
は
洒

落
本
作
家
と
し
て
、
飛
躍
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
定
雅
に
と
っ
て
、
俳
諧
師
と
し
て
の
揺
籃
期
と

い
う
べ
き
明
和
か
ら
天
明
初
期
の
活
動
を
、
す
な
わ
ち
定
雅
最
初
の
編

著
で
あ
る
美
角
一
周
忌
追
善
集『

は
な
ご
の
み』

出
版
に
至
る
ま
で
の

活
動
を
、
諸
資
料
に
よ
り
確
認
し
、
美
角
の
そ
れ
と
と
も
に
年
譜
の
形

を
も
っ
て
示
し
た
。

二凡
例

一
、
本
稿
は
、
明
和
九
年

天
明
初
年
の
定
雅
お
よ
び
美
角
年
譜
で

あ
る

(

注
１)

。
な
お
、
こ
れ
以
前
の
二
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
し

て
殆
ど
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

一
、
西
暦
の
下
に
定
雅
の
年
齢
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
藤
井
紫
影

｢

江

戸
後
期
の
京
阪
小
説
家｣

(『

江
戸
文
学
研
究』

所
収)

中
の

｢

文
政

九
年
八
十
三
歳
に
て
没
し｣

よ
り
逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
定
雅
の

菩
提
寺
で
あ
る
善
導
寺

(

京
都
市
中
京
区)

に
存
す
る
墓
碑
、
過
去
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帳
及
び
盆
欄
帳
に
享
年
を
示
す
記
載
は
な
い

(

善
導
寺
御
住
職
・
小

川
隆
宏
氏
御
教
示
に
よ
る)

。

一
、
年
譜
中
、
定
雅
自
身
の
こ
と
は
○
、
美
角
に
つ
い
て
は
△
、
両
方

に
関
係
す
る
こ
と
は
◎
、
そ
の
ほ
か
は
◇
を
も
っ
て
示
す
。

安
永
元
年(

明
和
九
年
一
一
月
一
六
日
改
元)

壬
辰

(

一
七
七
二)

二
九
歳

◎
三
月
末
、
美
角
、
無
角
大
徳
よ
り
既
白
宛
の
句
を
賜
わ
る
。
さ
ら
に
、

美
角
・
定
雅
、
春
興
句
を
詠
む
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
定
雅
お
よ
び
美
角
の
活
動
は
、
明
和
末
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
る
。

流
義
感
心
之
余
東
山
之
句
ニ
す
か
り
願
生
の
心
を
真
似
て
一
句

月
に
ほ
ふ
西
へ
心
も
そ
ふ
て
入

右
無
角
大
徳
尊
老
君
の
御
吟

と
ハ
に
雲
の
う
へ
に
あ
そ
ひ
給
へ
る
大
義
知
識
の
い
や
し
き

道
心
か
は
い
か
い
を
御
耳
に
ふ
れ
ら
れ
、
か
く
あ
り
か
た
き

御
染
筆
や
よ
ひ
の
す
へ
つ
か
た
美
角
に
あ
ふ
せ
て
く
た
し
給

り
け
る
。
ま
こ
と
に
風
雅
の
冥
慮
、
生
前
死
後
の
忝
さ
の
あ

ま
り
に
、
あ
ま
た
ゝ
ひ
拝
吟
し
た
て
ま
つ
り
て
恐
れ
な
か
ら

御
脇
を
申
あ
け
た
て
ま
つ
り
侍
け
る

歓
喜
の
袖
に
は
な
の
つ
ゆ
ち
る

既
白拝

上

春
興

諸
人
ハ
か
へ
り
て
月
の
さ
く
ら
か
な

美
角

そ
て
に
顔
に
桜
ち
り
か
ゝ
る
月
夜
哉

定
雅

初
夏
吟

滝
の
雫
卯
の
花
染
る
ゆ
ふ
日
か
な

既
白

壬
辰
の
と
し

橘
治
梓

こ
れ
は
近
江
八
幡
西
川
家
に
伝
わ
る
俳
諧
一
枚
摺
り
で
、
か
つ
て
古

市
駿
一

｢

近
江
八
幡
豪
商
西
川
庄
六
所
持

大
文
字
屋
文
庫
翻
刻
紹
介

撰

(

八)

既
白
・
樗
良
近
江
八
幡
来
訪
の
こ
と
ど
も

｣
(｢

義

仲
寺｣

一
三
九
号(

昭
和
五
三
年
八
月)

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

既
白
発
句
よ
り
、
同
年
春
夏
頃
の
歿

(

注
２)

と
さ
れ
る
既
白
の
歿
時
は
同
初
夏

以
降
と
な
る
。

既
白
と
兄
弟
の
関
係
は
、
こ
の
一
枚
摺
り
の
み
で
は
な
い
。
寛
政
一

〇
年
に
定
雅
は

『

惟
然
法
師
追
善

風
羅
念
仏』

を
刊
行
。
土
卵
跋
文

(

注
３)

に
よ
れ

ば
、
既
白
は
入
寂
の
際
、｢

椿
花｣

す
な
わ
ち
定
雅
に
風
羅
念
仏
を
託

し
、
更
に
惟
然
短
冊
を
与
え
た
と
い
う
。
恐
ら
く
は
、
そ
の
場
に
美
角

も
在
っ
た
だ
ろ
う
が
、
兄
は
他
界
し
、
弟
一
人
で
の
出
版
と
な
っ
た
。

ま
た
、
天
明
五
年
刊

『

新
雑
談
集

(

注
４)』

に
は
、

一
、
い
せ
の
龍
石
と
、
定
雅
が
も
と
に
て
会
催
し
け
る
時
、

旅
駕
の
や
ね
に
付
ケ
た
る
小
風
呂
敷

定
雅

奈
良
に
て
買
し
虫
お
さ
へ
の
む

几
董
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客
が
来
て
近
所
の
人
の
立
て
ゆ
く

龍
石

と
あ
り
、
既
白
の
息
男
で
あ
る
龍
石
と
の
接
点
も
認
め
ら
れ
る
。

安
永
二
年

癸
巳

(

一
七
七
三)

三
〇
歳

◇
正
月
頃
、
父
没
す
。
一
月
十
日
、
善
導
寺
に
墓
碑
建
立

(

後
述)

。

安
永
三
年

甲
午

(

一
七
七
四)

三
一
歳

◎
蕪
村
編
春
帖

(

全
集
７)
に
美
角
・
定
雅
各
発
句
一
入
集
。｢

春
興

／
若
な
つ
む
此
日
は
朝
の
あ
さ
�

し

美
角｣

｢

な
ま
め
き
て
篭
の

若
菜
の
こ
ぼ
れ
け
り

定
雅｣

。
こ
の
頃
よ
り
、
兄
弟
の
句
は
京
の
俳

書
を
中
心
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

◎
四
月
、
美
角
・
定
雅
は
上
洛
し
た
暁
台
・
士
朗
・
都
貢
を
款
待
し
、

東
山
散
策
、
地
主
神
社
に
参
詣

(『

幣
ぶ
く
ろ』

(

全
集
８))
。
十
日
前

後
の
こ
と
。

｢

け
ふ
よ
り
の
興
は
師
と
は
か
り
て
、
都
の
友
が
き
を
具
し

出
ん｣

と
い
ふ
ま
ゝ
、
た
れ
か
れ
と
と
も
に
、
東
山
浅
く
見

め
ぐ
り
、
地
主
に
ま
う
で
ゝ

嵐
ふ
け
地
主
の
さ
く
ら
の
実
や
落
む

都
貢

藤
つ
ゝ
じ
お
も
へ
ば
夏
の
は
じ
め
か
な

京

定
雅

あ
や
し
く
も
あ
ら
ず
人
声
の
山
若
菜

�

美
角

夏
陰
や
鐘
に
石
う
つ
田
舎
人

ミ
チ
ノ
ク

丈
芝

定
雅

｢

藤
つ
ゝ
じ｣

句
は
、
定
雅
の
句
文
集
で
あ
る

『

椿
花
文
集

(

注
５)』

(

天
明
七
年
刊)

に
再
録
、
そ
の
詞
書
に
は

｢

岩
倉
の
道
に
て｣

。

△
四
月
一
五
日
、
美
角
、
門
阿
弥
亭
に
て
行
わ
れ
た
俳
諧
興
行

(『

幣

ぶ
く
ろ』)

に
出
座
。
几
董
編

『

宿
の
日
記』

(

全
集
３)

に

｢

四
月
十

五
日
紋
阿
弥
亭
お
ひ
て
興
行｣

、『

幣
ぶ
く
ろ』

に

｢

門
阿
弥
に
て
、
は

い
か
い
の
連
歌
す
と
て｣

。
蕪
村

｢

夕
風
や
水
青
鷺
の
脛
を
う
つ｣

を

立
句
と
し
た
歌
仙
。
連
衆
は
、
蕪
村
・
宰
馬
・
大
魯
・
士
朗
・
几
董
・

都
貢
・
美
角
・
暁
台
・
丈
芝
・
嵐
甲
。
定
雅
の
名
は
な
い
。

◎
十
月
、
暁
台
再
び
上
洛
、
美
角
宅
に
滞
在
す
る
。
美
角
・
定
雅
兄
弟

で
歓
待

(『

ゑ
ぼ
し
桶

(

注
６)』)

。

義
仲
寺
の
芭
蕉
墓
前
で
詠
ん
だ
暁
台
句

｢

霜
に
伏
て
思
ひ
入
事
地
三

尺｣

を
立
句
に
芭
蕉
八
十
年
忌
の
連
句
。
連
衆
は
一
音
・
蕪
村
・
美
角
・

几
董
・
嵐
甲
・
百
池
・
我
則
・
呑
溟
・
定
雅
・
甘
蘭
。
こ
の
歌
仙
一
巡

に
つ
い
て
満
田
達
夫
氏
は｢

義
仲
寺
で
の
暁
台
の
発
句
を
立
句
に
し
て
、

�
月
楼

(

田
邉
註：

美
角
亭)

で
興
業
さ
れ
た
も
の
か｣

(

全
集
２)

と
い
う
。

高
雄
散
策

(

蕪
村
句
詞
書
に

｢

頃
は
神
無
月
十
日
あ
ま
り｣)

同
行
。

そ
の
折
の
句
は
、｢
頃
日
は
紅
葉
の
た
め
の
な
が
れ
哉

美
角｣

｢

山
寒
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く
折
に
一
む
れ
ち
る
も
み
ぢ

定
雅｣

。
定
雅
発
句
は

『

椿
花
文
集』

に
再
録

(｢

高
雄
に
て
／
冬
寒
し
折
に
一
む
れ
ち
る
紅
葉｣)

。
同
行
し

た
の
は
、
ほ
か
に
几
董
・
甘
蘭
・
一
音
・
呑
溟
。

こ
の
他

『
ゑ
ぼ
し
桶』

に
掲
載
さ
れ
る
美
角
・
定
雅
の
句
は
、
芭
蕉

追
悼
句

(｢

し
た
は
し
き
月
の
落
葉
や
手
向
の
夜

美
角｣

｢

う
き
頃
を

い
と
ゞ
し
ぐ
れ
の
此
日
哉

定
雅｣)

、
高
雄
山
か
ら
の
帰
途
、
竜
安
寺

の
池
辺
で
詠
ん
だ
も
の

(｢
を
し
の
雌
の
お
く
れ
て
は
江
の
い
そ
ぎ

哉

美
角｣

｢

池
の
鴛
老
し
す
が
た
の
見
へ
ぬ
か
な

定
雅｣)

、
冬
の

句

(｢

月
折
�

く
も
る
を
雪
の
ゆ
き
明
り

美
角｣

、｢

つ
や
�

と

葉
に
照
る
月
や
冬
椿

定
雅｣)

、
暁
台
へ
の
餞
別
吟

(｢

暮
雨
菴
の
宗

匠
が
帰
杖
を
と
ゞ
む
る
に
、
日
な
く
て
、
夜
す
が
ら
灯
火
に
別
情
を
告

ぐ
／
わ
か
れ
か
ね
て
心
苦
し
く
冬
あ
つ
し

定
雅｣)
、
暁
台
・
定
雅
・

江
涯
・
美
角
・
呑
溟
・
甘
蘭
の
連
句
一
巻

(

立
句
は

｢
忘
れ
花
祖
父
が

恋
の
す
が
た
か
な

暁
台｣)

。

◎
六
月
序
、
白
居

(

丈
芝)

編

『

片
折』

(

全
集
８)

に
、
美
角
・
定

雅
各
発
句
一
入
集

｢

月
の
後
霜
に
静
け
し
夜
の
秋

�
(

花
洛)

定
雅｣

｢

諸

人
は
帰
り
て
月
の
桜
か
な

�

美
角｣

。
本
書
は
、
暁
台
門
の
丈
芝
剃

髪
の
賀
集
と
し
て
、
ま
た
仙
台
へ
の
帰
郷
記
念
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
。

剃
髪
の
日
に
巻
か
れ
た
連
句
一
巻
に
続
い
て
諸
家
の
発
句
を
掲
載
。

｢

花
洛｣

か
ら
は
、
蕪
村
・
几
董
・
定
雅
・
美
角
の
み
。
蕪
村
句
は

『

幣
ぶ
く
ろ』

中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
門
阿
弥
亭
連
句

(

四
月
一
五
日)

の
立
句
。
几
董
句

｢

彳
め
ば｣

も
、『

秋
し
ぐ
れ』

(

明
和
九
年
序
、
雨

人
編)
『

続
明
烏』

な
ど
多
く
の
俳
書
に
載
る
句

(

注
７)

。
美
角
句
は
、
明
和

九
年
の
既
白
一
枚
摺
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、

収
載
さ
れ
た
句
の
多
く
は
、｢

お
り
�

短
尺
に
乞
ひ
得
し
四
時
の
吟｣

と
あ
る
通
り
、『

片
折』

の
為
に
新
た
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
定
雅
句
は

『

椿
花
文
集』

に

｢

月
の
後
霜
に
し
づ
け
し
夜

の
秋｣

。

◎
冬
、
江
涯
冬
籠
之
俳
諧
摺
物

(

全
集
７)

の
文
音
中
、
蕪
村
、
几
董

に
続
い
て
美
角
・
定
雅
の
句
が
載
る
。｢

つ
も
る
後
は
た
ゞ
ち
る
ま
で
の

小
雪
哉

�
(

洛)

美
角｣

｢

更
る
夜
や
ひ
た
と
雪
ふ
る
雪
の
う
へ

�

定
雅｣

江
涯
が
残
し
た
俳
書
に
安
永
五
年
序

『

張
瓢』

、
安
永
六
年
序

『

仮

日
記』

、
天
明
四
年
序

『

浪
速
住』

の
三
種
が
あ
る
が
、
美
角
生
前
に

成
っ
た『

張
瓢』

、『

仮
日
記』

に
は
兄
弟
の
発
句
及
び
江
涯
と
の
連
句
、

ま
た

『

浪
速
住』

に
は
定
雅
の
発
句
、
や
は
り
江
涯
と
の
連
句
が
収
載

さ
れ
て
い
る
。
更
に
美
角
一
周
忌
に
は
江
涯
の
追
悼
吟
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り

(『

は
な
ご
の
み』)

、
美
角
・
定
雅
と
の
親
交
は
深
い
。

安
永
四
年

乙
未

(

一
七
七
五)

三
二
歳

◎
蕪
村
編
の
安
永
四
年
春
帖

(

全
集
７)

に
定
雅
・
美
角
各
発
句
一
入

― 4―



集
。｢

春
興
／
立
よ
れ
ど
同
じ
匂
ひ
や
む
め
の
花

美
角｣

｢

蝶
〃
に
ま

ぎ
れ
て
蝶
の
行
衛
哉

定
雅｣

△
暁
台
編
、
五
月
自
序
の

『

熱
田
三
哥
仙』

に
美
角
発
句
一
入
集

(｢

つ
も
る
後
は
た
ゝ
散
る
ま
て
の
小
雪
哉

洛

美
角｣

。
前
年
冬
江
涯

一
枚
摺
掲
載
句
と
同
じ)
。
同
書
に
定
雅
の
句
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、｢

し
み
�

と
冷
え
る
日
石
の
ひ
か
り
哉

洛

貞
雅｣

と
あ
る
。

こ
の

｢

貞
雅｣

が

｢

定
雅｣

と
同
一
か
は
不
明
。
同
年
秋
跋
、
嵐
山
編

『

猿
利
口』

(

全
集
８)

に
も
ま
た

｢
京

在
世
人｣

と
し
て

｢

菜
の
花

の
風
に
吹
れ
て
行
野
か
な

貞
雅｣

と
見
え
る
。
な
お
、
ど
ち
ら
の
貞

雅
句
も

『

椿
花
文
集』

に
な
し
。

◎

｢

冬
、
江
涯
・
珍
松
の
板
行
し
た
一
枚
摺

(

注
８)｣

に
美
角
・
定
雅
出
句
。

『

椿
花
文
集』

に
な
し
。｢

文
通｣

、

眉
し
り
を
さ
け
て
濡
行
し
く
れ
哉

京

美
角

初
鐘
礼
は
ら
�

と
我
袖
に
ふ
る

斗
酔

冬
空
の
気
し
き
や
風
に
散
時
雨

定
雅

小
夜
し
く
れ
う
ら
こ
し
も
吹
さ
そ
ふ
か
な

玄
化

催
し
て
日
暮
に
な
り
ぬ
初
し
く
れ

冷
五

◎
同
冬

｢

洛
の
蕪
嵐
が
板
行
し
た
一
枚
摺

(

注
９)｣

に
も
兄
弟
で
出
句
。『

椿

花
文
集』

に
載
録
さ
れ
ず
。｢

冬
の
吟｣

と
し
て

｢

洛｣

の
蕪
嵐
・
女

と
み
・
玄
化
・
江
蒙
・
素
因
・
無
憂
・
女

た
め
・
女

み
祢
・
玉
爪
・
書

零
・
化
更
の
発
句
。｢

ゝ｣

と
区
切
り
、

雪
の
柳
風
の
な
き
日
に
見
た
り
け
り

美
角

夜
千
鳥
の
鳴
音
か
き
け
す
嵐
哉

定
雅

ま
た｢

ゝ｣

、
平
松

亜
渓
・
石
辺

良
吏
・
阿
山
・
鉄
叟
・
女

其
英
・
有
我
・

岐
阜

雪
江
・
東
部

山
龍
、｢

文
通｣

八
マ
ン

江
涯
・
玉
島

大
阿
・
ナ
ニ
ハ

雲
羅
・
不
夜

庵

斗
酔
・
闌
更
、｢

未
の
と
し｣

で
終
わ
る
。

安
永
五
年
四
月
一
五
日
付
霞
夫
宛
蕪
村
書
簡

(『

蕪
村
書
簡
集』)

に

｢

一
音
も
無
事
に
候
。
半
化
も
無
事
。｣

と
あ
り
、
闌
更

(

半
化)

は
四

年
冬
以
降
、
翌
年
初
夏
頃
迄
に
上
京
し
た
よ
う
で
あ
る
。

安
永
五
年

丙
申

(

一
七
七
六)

三
三
歳

◎
几
董
編
の『

初
懐
紙』

(

全
集
７)

に
定
雅
・
美
角
各
発
句
一
入
集
。

こ
の
年
、
蕪
村
自
身
は
春
帖
を
編
ま
な
か
っ
た
が

(

注
�)

、
几
董

『

初
懐
紙』

の
校
閲
を
行
っ
て
い
る
こ
と

(

注
�)

、
出
句
者
の
顔
ぶ
れ
な
ど
か
ら
推
察
す
れ

ば
、
本
書
が
こ
の
年
の
夜
半
亭
一
門
春
帖
で
あ
る
。｢

し
づ
か
さ
は
猫
の

わ
か
る
ゝ
月
夜
哉

美
角｣

｢

寒
ぞ
ら
や
皃
の
き
た
な
き
鏡
研

定
雅｣

◎
幾
夜
庵
斗
酔
編
の『

春
興

(

注
�)』

に
美
角
・
定
雅
各
発
句
一
入
集
。
甫
尺
・

玄
化
の
兄
弟
の
発
句
に
続
い
て
、
蕪
村
・
几
董
、
美
角
・
定
雅
と
続
く
。
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｢
連
啼
も
せ
ぬ
鶯
の
ふ
た
つ
か
な

美
角｣

｢

春
深
し
椿
の
落
る
水
の

音

定
雅｣

。
甫
尺
は
京
都
の
書
肆
。
兄
玄
化
の
没
後
、
吉
田
九
郎
右

衛
門
の
名
を
世
襲
し
た
。
生
年
未
詳
、
文
化
元
年
四
月
没

(

注
�)

。

◎
江
涯
編

『

張
瓢』

(
安
永
五
年
春
序
、『

天
明
俳
書
集』

三)

に
、

｢

文
音｣

各
発
句
五
句
入
集
、
さ
ら
に
江
涯
・
美
角
・
定
雅
の
歌
仙
一

巻
が
収
載
さ
れ
る
。｢

吹
か
せ
に
お
も
た
き
花
の
う
こ
き
哉

美
角｣

｢

正
月
の
風
に
吹
る
ゝ
羽
織
か
な

定
雅｣

｢

卯
の
花
に
さ
は
る
袷
の
た

も
と
か
な

美
角｣

｢

藤
つ
ゝ
し
お
も
へ
ば
夏
の
は
し
め
哉

定
雅｣

｢

玉
棚
や
屏
風
に
ほ
そ
き
灯
の
光

定
雅｣

｢
朝
風
や
節
句
こ
ゝ
ろ
に
菊

の
花

美
角｣

｢

枯
な
か
ら
余
儀
な
き
風
の
尾
花
哉

洛

美
角｣

｢

更
る

夜
や
ひ
た
と
雪
降
る
雪
の
上

定
雅｣
｢

散
か
ゝ
る
そ
の
花
を
の
み
吹

あ
ら
し

美
角｣

｢

花
さ
か
り
松
に
淋
し
き
鳥
の
声

定
雅｣

東
西
に
い
そ
き
南
北
に
わ
し
る

た
か
き
有
い
や
し
き
あ
り

牛
吼
る
美
角
か
か
と
の
暑
さ
哉

江
涯

夏
の
真
昼
の
や
ゝ
静
な
る

美
角

ほ
ろ
�

と
一
木
の�

の
落
葉
し
て

定
雅

(

以
下
略)

定
雅
句

｢

藤
つ
ゝ
じ｣

は
安
永
三
年
刊

『

幣
ぶ
く
ろ』

に
既
出
、『

椿

花
文
集』

に
再
録
。｢

更
る
夜
や｣

は
、
安
永
三
年
江
涯
冬
一
枚
摺
に

掲
載
済
。
美
角
句｢

枯
な
が
ら｣

は

『

は
な
ご
の
み』

冒
頭
に
載
る
。

◎
四
月
、
洛
東
金
福
寺
に
芭
蕉
庵
が
再
興
さ
れ
る
。
残
照
亭
で
の
記
念

興
行
に
美
角
・
定
雅
参
加
。
立
句
は
道
立

｢

植
か
ゝ
る
は
じ
め
は
ひ
く

き
田
う
た
か
な｣

(『

写
経
社
集』

(『

天
明
俳
諧
集』))

。｢

杜
鵑
・
布
殻｣

を
題
と
す
る
発
句
に｢

聞
か
た
に
鳴
つ
る
も
の
を
ほ
と
ゝ
ぎ
す

美
角｣

｢

は
つ
音
聞
人
そ
誰
な
る
郭
公

定
雅｣

。
さ
ら
に

｢

附
録｣

、｢

は
つ
蝉

の
か
し
ま
し
か
ら
ぬ
ひ
と
つ
哉

美
角｣

｢

夏
の
日
の
暮
る
ゝ
を
人
の

力
か
な

定
雅｣

。

◎
七
月
六
日
、
几
董
、
美
角
・
定
雅
宅
に
来
訪
。

｢

六
日
も
常
の
夜
に
は
似
ず｣

と
口
ず
さ
み
つ
ゝ
、
美
角
定

雅
の
二
子
を
訪
へ
ば

六
日
た
つ
秋
の
こ
ゝ
ろ
や
ほ
し
祭

美
角

う
す
き
影
踏
ム
月
の
宵
過

キ
董

車
押
広
野
ゝ
薄
か
き
分
て

定
雅

(

以
下
略)

(『

続
明
烏』)

『
続
明
烏』

に
は
、
ほ
か
に
美
角
発
句
四
句
、
定
雅
の
発
句
五
句
入
集
。

｢

小
男
に
似
あ
は
ぬ
春
の
羽
織
哉

美
角｣

｢

梅
の
花
あ
た
ら
莟
の
開
き

け
り

定
雅｣

｢

暑
キ
日
に
飽
し
茄
子
の
煮
物
哉

定
雅｣

｢

納
涼
／
涼

し
さ
や
昼
見
し
門
に
月
の
影

美
角｣

｢

踊
見
る
人
の
う
し
ろ
や
秋
の
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闇

定
雅｣

｢

夕
月
に
誰
や
ら
恋
し
萩
の
原

美
角｣

｢

冬
ざ
れ
や
き
た

な
き
川
の
夕
烏

定
雅｣

｢

積
る
後
は
只
散
ま
で
の
小
雪
か
な

美
角｣

(

江
涯
冬
籠
之
俳
諧
摺
物
、『

熱
田
三
哥
仙』

に
既
出)

｢

夜
を
好
ム
我

に
癖
あ
り
冬
籠

定
雅｣

。

◎
八
月
一
二
日
か

(

注
�)

、
木
屋
町
三
条

(

注
�)

の
樗
良
宅

(

無
為
庵)

で
の
俳
諧
興

行
に
美
角
・
定
雅
、
出
座

(『
俳
諧
月
の
夜』

(『

天
明
俳
諧
集』))

。
連

衆
は
、
越
中
井
波
瑞
泉
寺
十
四
世
住
職
蘭
台
公
・
樗
良
・
蕪
村
・
集
馬
・

月
居
・
路
巧
・
呑
溟
・
月
渓
・
定
雅
・
美
角
。
立
句
は
蘭
台

｢

雲
散
リ

て
月
の
動
き
の
な
き
夜
か
な｣

。

◎
八
月
一
六
日
、
無
為
庵
に
て
魚
春
・
樗
良
・
越
蕪
・
定
雅
・
美
角
連

句

(『

月
の
夜』)

。
立
句
は
魚
春

｢

十
六
夜
の
月
は
岡
崎
の
辺
リ
な
ど

見
順
り
て
無
為
菴
に
入
／
十
六
夜
の
月
見
や
み
や
げ
唐
が
ら
し｣

。
な

お
、『

月
の
夜』

に
は
美
角
・
定
雅
の
秋
句
収
録
。｢

す
ゝ
き
よ
り
萩
よ

り
弱
し
秋
の
風

美
角｣
｢

猶
寒
し
後
ロ
よ
り
吹
く
秋
の
風

定
雅｣
。

△
麦
水
編
、
九
月
跋
の

『

新
み
な
し
栗』

(『

天
明
俳
書
集』

五)

下
巻

に
美
角
発
句
一
入
集
。
翌
六
年
四
月
刊
。
道
立
の
句
の
後

｢

客
船
無

レ

酒
凩
人
を
見
る
堤

洛

美
角｣

。

◎
九
月
九
日
、
布
舟
・
北
野
の
上
洛
記
念

『

安
永
丙
申
五
小
摺
物』

に

美
角
・
定
雅
の
句
収
載
。
樗
良
・
布
舟
・
北
野
・
美
角
・
定
雅
の
他
、

蕪
村
・
几
董
の
句
も
あ
る
と
い
う
。
未
見
。『

几
董
発
句
全
集』

一
五

四
頁
頭
注
に
よ
る
。
な
お
、
几
董
の
発
句
は

｢

重
九

九
日
宴

宴
／

け
ふ
の
菊
秋
の
泣
顔
洗
ひ
け
り｣

(『

丙
申
之
句
帖』)

。

◎
十
月
奥
太
中
庵
�
波
編

『

菊
の
香

(

注
�)』

｢

文
通
四
季
句｣

に
美
角
・
定

雅
句
入
集
。
在
京
者
と
し
て
は
美
角
を
筆
頭
と
し
、
続
い
て
几
董
・
定

雅
・
呑
溟
・
蕪
嵐
・
玄
化
・
闌
山
・
茶
合
・
女

柳
絮
・
斗
酔
の
句
が
並

ぶ
。｢

定
な
き
命
に
寒
し
後
の
月
洛

美
角｣

｢

水
仙
や
外
を
見
ぬ
日
の

冬
こ
ゝ
ろ

定
雅｣

○
十
月
初
旬
、
定
雅
、
�
波
の
上
洛
記
念
歌
仙
に
出
座

(『

時
雨
笛』

(『

校
註
俳
文
学
大
系』

一
一))

。
立
句

｢

小
夜
し
ぐ
れ
按
摩
の
笛
の
遠

音
か
な

�
波｣

、
連
衆
は
�
波
・
樗
良
・
春
水
・
定
雅
・
呑
溟
。

◎
十
月
一
二
日
、
無
為
庵
で
行
わ
れ
た
芭
蕉
忌
興
行
に
美
角
・
定
雅
出

座
。
立
句｢

芭
蕉
忌
に
申
す
茶
手
向
る
寒
さ
哉

樗
良｣

に
美
角
脇
付
。

連
衆
は
ほ
か
春
水
・
�
波
。
さ
ら
に
こ
の
時
の
作

｢

達
摩
の
画
か
け
て

芭
蕉
を
祭
る
哉

定
雅｣

(『

時
雨
笛』)

。
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◎
十
月
十
日
頃
、
東
山
に
て
蘭
台
・
�
波
・
樗
良
・
定
雅
・
美
角
・
正

名
・
春
水
・
呑
溟
で
連
句
を
巻
く

(『

時
雨
笛』)

。
立
句
は

｢

片
町
は

蛸
に
月
さ
す
十
夜
か
な

蘭
台｣

。
十
夜
と
は
浄
土
宗
の
寺
で
、
陰
暦

十
月
五
日
の
夜
半
か
ら
十
五
日
朝
ま
で
十
昼
夜
の
間
、
絶
え
ず
念
仏
を

唱
え
る
行
事
。

◎
十
月

(

中
旬
以
降)

、
美
角
亭
に
て
餞
歌
仙
。
立
句

｢

時
雨
来
よ
け

ふ
を
名
残
の
誹
諧
ぞ

美
角｣
。
連
衆
は
、
美
角
・
�
波
・
樗
良
・
定

雅
。
ほ
か
、
定
雅
餞
別
句｢

水
仙
の
花
を
見
て
居
る
わ
か
れ
哉

定
雅｣

(『

時
雨
笛』)

。

○
�
波
編
、
一
一
月
刊

『

仏
の
座』

に
定
雅
・
美
角
各
発
句
一
入
集
。

�
波
父
倉
石
休
悟
の
追
善
集
。
上
巻
は

｢

終
焉
之
記｣
、
追
善
和
歌
俳

諧
、
下
巻
は
発
句
、
樗
良
・
�
波
ら
の
歌
仙
二
巻
を
収
め
る
。｢

な
れ

�

敷
月
夜
の
菊
の
匂
哉

京

美
角｣

｢

木
か
ら
し
の
吹
あ
れ
な
か
ら

天
気
哉

定
雅｣

。

○
樗
良
編

『

年
の
尾』

(『

校
註
俳
文
学
大
系』

一
一)

に
美
角
・
定
雅

各
発
句
一
入
集
。
同
年
樗
良
上
洛
後
の
成
立
。｢

時
雨
／
白
壁
に
す
か

し
て
見
れ
ば
時
雨
哉

美
角｣

｢

雪
け
し
き
か
り
そ
め
な
ら
ぬ
近
所

哉

洛

定
雅｣

。

安
永
六
年

丁
酉

(

一
七
七
七)

三
四
歳

◇
蕪
村
は
毎
年
の
よ
う
に
春
帖
を
刊
行
、
こ
の
年
は

『

夜
半
楽』

を
編

ん
だ
。
し
か
し

｢

当
春
帳
は
同
盟
の
社
中
計
に
て
、
他
家
を
交
ず
候｣

(

柳
女
・
賀
瑞
宛
二
月
二
三
日
書
簡

(『

蕪
村
書
簡
集』))

と
い
っ
て
お

り
、
美
角
・
定
雅
の
句
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

◎
樗
良
編
、
三
月
奥
の

『

花
七
日』

(『

校
註
俳
文
学
大
系』

一
一)

に

定
雅
・
美
角
各
発
句
一
入
集

｢

高
台
寺
／
花
の
上
に
燃
た
つ
春
の
日
和

か
な

定
雅｣

｢

御
室
／
折
�

や
桜
か
く
る
ゝ
は
な
の
袖

美
角｣

。

◎
江
涯
編
、
春
自
序
の

『

仮
日
記』

(『

天
明
俳
諧
集』)

に
定
雅
発
句

二
、
美
角
発
句
三
、｢

洛
東
に
遊
び
て｣

江
涯
・
定
雅
・
美
角
の
連
句

一
入
集
。
収
録
さ
れ
る
蕪
村
句

｢

水
に
散
り
て｣

は
、
一
月
晦
日
霞
夫

宛
書
簡

(『

蕪
村
書
簡
集』)

に
掲
載
。
ま
た
几
董
句

｢

植
木
屋
の｣

は

『

丙
申
之
句
帖』

の
末
、
六
年
の
作
を
載
せ
て
い
る
箇
所
の
三
月
七
日

の
後
に
、
ま
た

『

丁
酉
之
句
帖』

や
は
り
三
月
三
日
の
句
よ
り
後
に
掲

載
さ
れ
る
。
几
董
句

｢

夕
寒
み｣

は

『

丙
申
之
句
帖』

『

丁
酉
之
句
帖』

の
二
書
に
お
い
て

｢

植
木
屋
の｣

の
句
直
前
に
収
め
ら
れ
る
。
江
涯
は

安
永
三
年
頃
、
京
坂
に
遊
び
、
四
年
か
ら
七
年
迄
は
近
江
八
幡
に
滞
在

し
た
と
い
う
が

(『

俳
文
学
大
辞
典』)

、
几
董
ら
の
句
が
安
永
六
年
春

の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
時
折
上
洛
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
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か
。
と
も
あ
れ
京
の
俳
諧
師
と
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。｢

大
内
に

近
き
中
川
の
辺
を
過
る
と
て
／
笛
の
音
や
梅
の
花
ち
る
雲
の
上

美
角｣

｢

白
川
の
里
に
て
／
地
蔵
き
る
男
は
淋
し
春
の
里

定
雅｣

｢

和
泉
式
部

の
梅
、
さ
か
り
な
れ
ば
／
幽
霊
の
気
し
き
は
見
え
ず
梅
の
花

美
角｣

｢

友
な
く
て
花
見
な
れ
た
る
男
哉

美
角｣

｢

月
の
夜
や
す
べ
て
桜
は
う

す
ざ
く
ら

定
雅｣

(『
椿
花
文
集』

に
再
録

｢

月
の
夜
や
都
て
さ
く
ら

は
薄
桜｣)

洛
東
に
あ
そ
び
て

加
茂
河
や
ゆ
る
く
流
る
ゝ
春
の
水

江
涯

岸
の
小
石
に
も
ゆ
る
陽
炎

定
雅

蝶
な
ぐ
る
童
気
が
る
く
牛
か
し
て

美
角

(

以
下
略)

○
秋
、
定
雅
、
病
の
床
に
臥
す
。
深
刻
な
容
態
で
あ
っ
た
よ
う
で

(

安

永
七
年
二
月
二
三
日
の
項
参
照)

、
こ
の
年
夏
以
降
翌
年
迄
、
定
雅
の

み
な
ら
ず
美
角
の
活
動
も
確
認
で
き
な
い
。

安
永
七
年

戊
戌

(

一
七
七
八)

三
五
歳

○
二
月
二
三
日
、
几
董
、
白
梅
楼
に
復
調
し
た
定
雅
を
訪
ね
る
。

廿
三
日

定
雅
の
ぬ
し
、
去
年
の
秋
か
ぜ
身
に
し
め
る
頃
ひ
よ
り
、
お
も
き
い

た
づ
き
に
な
や
み
ふ
し
、
露
の
身
の
置
所
さ
へ
い
と
お
ぼ
つ
か
な
く

も
見
え
侍
し
が
、
か
ら
う
じ
て
生
の
び
、
あ
ら
玉
の
春
を
迎
へ
つ
。

松
竹
の
千
代
の
一
ふ
し
諷
ひ
も
て
起
た
つ
ほ
ど
、
き
さ
ら
ぎ
末
つ
か

た
に
は
な
り
ぬ
。
あ
る
日
か
の
白
梅
楼
を
た
づ
ね
て
、

い
ざ
花
に
命
拾
ひ
し
友
訪
は
ん

和
泉
式
部
の
軒
端
の
梅
盛
り
な
り
と
人
の
い
へ
り
し
か
ば
、
や
が
て

見
に
ま
か
り
し
が
、
先
定
雅
が
白
梅
楼
に
よ
り
て
物
打
か
た
る
ほ
ど
、

思
は
ず
時
を
う
つ
し
つ
。
い
つ
し
か
日
も
く
れ
誓
願
寺
の
そ

果
は
て
ゝ
山
の
端
照
ら
す
月
も

や
撞
ほ・

ど・
驚・

頃
に
な
り
ぬ
れ
ば
き・
つ・
い

な
き
夜
半
の
鐘
つ
く
頃
か
へ
る
さ

た
づ
ら
に
梅
の
辺
り
へ
も
往
ず
て
、
帰
さ
三
条
の
辻

を
過
る
と
て
、

暗
き
道
を
は
る
か
に
に
ほ
へ
夜
の
梅

(

几
董

『

戊
戌
之
句
帖』

(

全
集
３))

◎
三
月
二
六
日
、
几
董
・
美
角
・
定
雅
で
東
山
に
春
遊
。

廿
六
日

美
角
・
定
雅
と(

ゝ)

も
に
ひ
が
し
山
の
花
に
遊
ぶ
。

此
花
の
下
や
去
年
見
し
さ
く
ら
人

此
花
に
去
年
見
し
人
の
世
に
や
在

散
ル
方
に
目
の
行
花
の
夕
か
な

葉
桜
にの

中
�

ゆ
か
し
花
の
中

(『

戊
戌
之
句
帖』)

○
四
月
九
日
午
前
、
几
董
、
定
雅
を
来
訪
。
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九
日

昼
前
定
雅
ヱ
行
。

(『

戊
戌
之
句
帖』)

◎
秋
来
編
、
七
月
二
三
日
自
序
の

『

封
の
儘』

(

全
集
８)

に
定
雅
・

美
角
連
句
一
、
各
発
句
一
入
集
。
本
書
は
、
安
永
五
年
七
月
二
三
日
、

京
で
没
し
た
雪
門
の
三
回
忌
追
善
集
。｢

此
巻
は
吾
友
が
望
め
る
に
ま

か
せ
て
歌
仙
に
む
す
び
霊
魂
を
な
ぐ
さ
め
侍
る｣

。
立
句
は

｢

声
ふ
り

て
聞
ゆ
雉
子
の
樹
神
に
も

仙
陽
中
新
田

吾
友｣

、
連
衆
は
仙
陽
中
新
田

吾
友
・
結

城

雁
宕
・
京

定
雅
・�

美
角
・�
几
董
・
兵
庫

大
魯
・
京

蕪
村
・
仙
府

秋
�
・�

秋
来
・�

烏
有
・�

先
山
・
雲
羅
・
執
筆
。
さ
ら
に

｢

木
兎
が
得
た
る

句
々
の
中
よ
り
秋
の
調
を
拾
ふ
て
爰
に
供
し
侍
る｣

と
し
て

｢

面
白
や

秋
は
浮
世
の
恨
ぐ
さ

�
(

京)

定
雅｣

｢

な
れ
�

し
き
月
夜
の
菊
の
匂

ひ
哉

�
(

京)

美
角｣

。
美
角
句
は

『

仏
の
座』

に
既
出
。

安
永
八
年

己
亥

(

一
七
七
九)

三
六
歳

◎
四
月

(

一
日
か)

、
上
洛
し
た
暁
台
を
囲
み
、
美
角
亭
で
俳
諧
興
行
。

暁
台
句
を
立
句
と
し
た
定
雅
・
樗
良
・
美
角
・
白
居
の
歌
仙
。
掲
載
す

る

『

反
故
瓢

二
篇』

は
、
文
政
七
年
刊
。
同
五
年
刊
の
定
雅
俳
文
集

『

文
集
反
故
瓢』

続
編
と
し
て
出
さ
れ
た
。｢

例
の
瓢
の
う
ち
よ
り
め
つ

ら
し
き
反
故
五
屮
は
か
り
執
出
し｣

た
う
ち
の
一
つ
が
、｢

一
、
暁

台

世
に
知
る
所
の
付
句
あ
る
哥
仙
一
巻｣

。

安
永
八
亥
年
於
�
月
菴
興
行

歌
仙

前
書
略
す

み
や
こ
人
と
た
ち
ま
し
は
り
ぬ
更
衣

暁
台

あ
り
や
な
し
や
の
花
探
る
夏

定
雅

か
ん
こ
鳥
ま
ち
も
ま
う
け
ぬ
初
音
し
て

樗
良

浅
黄
の
雲
の
空
し
づ
か
な
り

美
角

(

以
下
略)

安
永
九
年

庚
子

(

一
七
八
〇)

三
七
歳

◇
几
董
編

『

初
懐
紙』

に
は
必
ず
二
人
で
出
句
し
て
い
た
が
、
美
角
の

病
ま
た
は
死
去
の
為
で
あ
ろ
う
、
こ
の
年
の

『

初
懐
紙』

に
美
角
・
定

雅
の
名
は
見
え
な
い
。
な
お
、
翌
年
以
降
の

『

初
懐
紙』

に
は
定
雅
句

の
み
が
収
載
さ
れ
る
。

△
春
、
美
角
歿

(

注
�)

。
善
導
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。

美
角
・
定
雅
の
墓
碑
は
、
既
に
浅
野
三
平
氏
が

｢

西
村
粋
川
子｣

中

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
こ
こ
に
そ
の
碑
面
を
掲
載
す
れ
ば
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

光
雲
良
照
信
士

芳
需
童
女

栖
誉
然
空
自
休
禅
定
門

證
誉
實
空
自
元
禅
定
尼

心
山
明
照
信
女

俳
仙
堂
寂
誉
定
雅
居
士
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素
月
禅
定
尼

(

善
導
寺
内
定
雅
墓
碑)

墓
碑
右
面
に

｢

吉
永
氏｣

、
裏
面
に

｢

栖
安
永
第
二
年
正
月
十
日｣

と
あ
る
。

『

俳
人
真
蹟
全
集』

(
平
凡
社)

に
は

｢

定
雅
は
西
村
氏
を
稱
し
て
居

る
が
、
こ
の
墓
碑
に
よ
つ
て
も
と
、
吉
永
氏
の
一
族
で
あ
る
事
が
知
ら

れ
る
。｣

と
あ
る
。
墓
碑
に
あ
る

｢

栖
誉
然
空
自
休
禅
定
門｣

が
定
雅

の
父
親
、｢

證
誉
實
空
自
元
禅
定
尼｣

が
母
、
そ
し
て

｢

光
雲
良
照
信

士｣

が
安
永
九
年
に
歿
し
た
美
角
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
定
雅
の
戒
名
の

隣
に
刻
ま
れ
た

｢

素
月
禅
定
尼｣

は
定
雅
の
妻
と
考
え
ら
れ
る

(

注
�)

。

裏
面

｢

栖
安
永
第
二
年
正
月
十
日｣

は
、
こ
の
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た

時
を
表
す
が
、
こ
れ
は
父
親
の
没
時
と
思
わ
れ
る
。『
椿
花
文
集』

下

巻
春
之
部
に

｢

父
の
身
ま
か
り
た
ま
ひ
し
時
／
泪
な
が
ら
は
づ
す
や
居

間
の
注
連
餝｣

と
あ
る
。
句
意
か
ら
、
父
親
が
歿
し
た
の
は
正
月
頃
。

な
お
母
の
没
時
は
同
下
巻
秋
之
部
に

｢

母
の
身
ま
か
り
給
ふ
に
／
今
と

い
ふ
今
ぞ
身
に
し
る
秋
の
風｣

と
見
え
、
秋
の
こ
と
。
善
導
寺
は
天
明

の
大
火

(

天
明
八
年
一
月
三
十
日)

に
被
災
し
て
い
る
た
め
、
寛
政
八

年
以
前
の
過
去
帳
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
父
母
及
び
美
角
の
没
日
時
に

つ
い
て
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、『

椿
花
文
集』

刊
行
前
、
即
ち
天
明
七
年
以
前
に
、
定
雅
は
両
親
と
兄
を
失
っ
た
こ
と

に
な
る
。

◎
凡
夫
編

『

雪
の
声』

(

冬
序
。
全
集
８)

に
美
角
発
句
一
、
定
雅
発

句
二
入
集
。
凡
夫
序
文
に
よ
れ
ば
、
樗
良
は
安
永
七
年
冬
か
ら
翌
年
二

月
末
ま
で
加
賀
に
滞
留
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
上
京
。｢

さ
れ
や
其

頃
の
巻
�

、
二
と
せ
三
と
せ
爰
か
し
こ
の
文
庫
に
取
乱
し
た
る
を
む

げ
に
せ
ん
も
本
意
な
く｣

本
書
を
出
版
し
た
と
い
う
。
所
収
の
几
董
句

は
安
永
元
年
以
前
に
詠
ま
れ
た
も
の

(

注
�)

、
ま
た
蕪
村
句
は
安
永
八
年
序

『

ま
だ
ら
雁』

に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
美
角

ら
の
句
も
安
永
九
年
よ
り
前
の
成
立
、
八
年
春
、
樗
良
上
京
の
折
の
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。｢

友
達
に
別
れ
て
戻
る
時
雨
か
な

京

美
角｣

｢

鶯
に
こ
は
が
ら
れ
た
る
立
居
か
な

京

定
雅｣

｢

暁
を
い
や
ま
し
に
月

の
高
き
哉

洛

定
雅｣

○
一
二
月
、
几
董
筆

『

連
句
会
草
稿』

(

全
集
３)

に
定
雅
発
句
三
入

集
。竹

田
よ
り
伏
見
へ
這
入
胡
蝶
哉

定
雅

春
の
雪
車
の
ナ
ガ
へ
ぬ
れ
に
け
り

ヽ

湯
を
遣
ふ
娘
の
臂
や
背
戸
の
梅

｢
湯
を
遣
ふ｣

の
句
に
作
者
の
名
前
は
無
い
が
、
翌
年
几
董

『

初
懐

紙』
に
定
雅
句
と
し
て
載
録
さ
れ
て
い
る
。『

連
句
会
草
稿』

は
安
永

八
年
四
月
よ
り
翌
九
年
一
二
月
ま
で
の
檀
林
会
記
録
、
間
に
諸
家
の
文

音
句
が
散
見
さ
れ
る
。
定
雅
の
句
は
、
全
三
九
丁
の
う
ち
、
最
終
丁
表
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に
載
る
。
定
雅
句
直
前
に
は｢

冬
文
通｣

と
し
て
蓼
太
句
が
五
句
並
ぶ
。

そ
の
う
ち
二
句

｢

梅
守
の｣

｢

さ
み
せ
ん
の｣

は
、『

初
懐
紙』

に

｢

早

春
、
東
都
雪
中
庵
よ
り
書
信

二
句｣

と
し
て
載
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
蓼
太
、
定
雅
の
句
は
安
永
十
年

『

初
懐
紙』

の
た
め
の
覚
書
と
思
わ

れ
る
。

天
明
元
年

(

安
永
十
年
四
月
二
日
改
元)

辛
丑

(

一
七
八
一)

三
八
歳

○
一
月
二
〇
日
、
定
雅
、
春
夜
楼
壇
林
会
に
出
座
か

(

几
董

『

初
懐

紙』
(

全
集
７))

。
連
句
は
蕪
村
の

｢
具
足
師
の
ふ
る
き
や
ど
り
や
梅

花｣

を
立
句
と
す
る
。
連
衆
は
蕪
村
・
几
董
・
道
立
・
月
居
・
正
白
・

百
池
・
定
雅
・
維
駒
・
月
渓
・
執
筆
。
檀
林
会
は
、
安
永
八
年
四
月
よ

り
、
毎
月
二
十
日
を
定
例
日
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
安
永
九
年
一
二
月

ま
で
の
会
の
様
子
は
先
述

『

連
句
会
草
稿』

に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
中
に
定
雅
の
名
は
な
い
。

『

初
懐
紙』

に
は
、｢

席
上
探
題｣

と
し
て

｢

湯
を
つ
か
ふ
娘
の
臂
や

せ
ど
の
梅

定
雅｣

が
載
る
が
、『

連
句
会
草
稿』

の
性
質
、
ま
た
そ

れ
ま
で
の
檀
林
会
へ
の
不
参
か
ら
考
え
れ
ば
、
実
際
に
定
雅
が
檀
林
会

に
出
座
し
た
と
い
う
の
は
疑
わ
し
い
。
仮
に
出
座
し
て
い
た
と
し
て
も
、

変
則
的
な
出
席
で
あ
っ
た
。

◎
定
雅
、
美
角
一
周
忌
追
善
集

『

は
な
ご
の
み』

刊
行
。
現
存
す
る
版

本
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本
の
み
。
九
丁
か
ら
成
り
、
冒
頭
に

｢

あ
し
た
に
眠
り
ゆ
う
へ
に
覚
て
は
さ
な
か
ら
に
病
苦
を
い
と
ふ
／
枯

な
か
ら
よ
き
な
き
風
の
尾
花
か
な
美
角｣

、
片
膝
を
立
て
項
垂
れ
座
る

美
角
像
を
配
す

(

一
ウ)

。
な
お
先
述
の
通
り
、
こ
の
句
は
安
永
五
年

春
序

『

張
瓢』

冬
之
部
文
音
に
既
出
の
句
で
、
実
際
は
風
に
吹
か
れ
る

枯
尾
花
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
。
一
丁
表

｢

柳
下
社
定
雅｣

自
序
に
よ

れ
ば
、
定
雅
は
友
人
ら
と
美
角
一
周
忌
追
善
会
を
営
み
、
追
悼
吟
を
集

め
た
。
そ
れ
に
諸
家
の
四
季
句
を
併
せ
て
一
冊
と
し
た
と
い
う
。
序
中

の
句

｢

日
を
三
日
過
て
つ
く
�

春
の
夢｣

は

『

椿
花
文
集』

に

｢

哭

美
角
／
日
を
三
日
過
て
つ
く
�

春
の
夢｣

と
あ
る
が
、
本
書
の
題
と

も
な
っ
た
序
末
句｢

塚
前
／
花
好
み
果
を
櫁
の
あ
る
し
哉｣

は
不
掲
載
。

な
お
一
周
忌
歌
仙
の
立
句

｢

腮
に
手
を
当
し
俤
梅
に
恋
し｣

は
、『

椿

花
文
集』

に

｢

一
周
春
／
腮
に
手
を
あ
て
し
俤
窓
の
む
め｣

と
、
句
末

に
異
同
が
あ
る
。

本
書
に
追
悼
吟
を
寄
せ
た
の
は
、
以
下
の
通
り
。｢

美
角
居
士
一
周

忌｣

闌
更
、｢

美
角
世
を
去
て
朞
年
猶
声
有
か
こ
と
し｣

蕪
村
、
江
涯
、

｢
友
の
一
周
忌
に
な
り
け
れ
は
思
ひ
出
て｣

方
信
、
丁
東
、
蕪
嵐
、｢

花

鳥
の
友
を
失
ひ
て
一
周
忌
の
春｣

季
柳
、
柳
女
、
里
童
、｢

梅
柳
を
角

か
霊
に
手
向
て｣

僧

白
圭
、
月
居
、｢

と
し
�

あ
ふ
期
有
け
る
み
か

く
の
ぬ
し
春
の
忌
日
も
近
し
と
聞
侍
り
て｣

合
浦
、｢

角
の
亡
霊
に
む

か
ひ
て｣

字
江
、｢

窓
下
に
一
椀
を
分
つ
友
な
り
し
亡
子
か
朞
年
の
霊
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前
に
向
ひ
て｣

甫
尺
、
冷
五
、｢

亡
友
角
常
に
翁
の
暮
春
の
句
を
讃
歎

し
て
止
す
予
も
又
志
を
同
う
す
よ
て
一
周
忌
を
吊
ふ
に
其
句
の
趣
意
を

か
り
て
在
世
を
思
ひ
出
る｣

百
池
、｢

死
別
時｣

在
伏
水
弟

志
斉
、｢

亡
兄

世
に
い
ま
す
時
は
と
も
に
南
枝
の
梅
を
愛
し
今
更
此
春
の
梅
の
一
木
に

感
し
消
や
す
き
雪
の
朝
こ
そ
ほ
い
な
け
れ
と
拙
き
一
句
を
儲
け
な
し
て

一
周
の
手
向
と
す｣
仝
。

｢

一
周
忌
歌
仙｣

と
し
て
柳
下
社
友

定
雅
・
志
斉
・
古
春
・
柳
女
・
季
柳
・

里
童
・
嵐
川
の
連
句
。

以
降
、
四
季
句
。
蕪
村
、
月
居
、
百
池
、
月
渓
、
几
董
、
暁
台
、
士

朗
、
呑
溟
、
蓼
太
、
樗
良
、
�
波
、
春
水
、
魚
春
、
正
名
、
馬
叟
、
合

浦
、
龍
石
、
闌
更
、
蕪
嵐
、
去
来
、
字
江
、
化
更
、
と
み
、
女

倭
泉
、�

紫
蘭
、�

八
重
、
季
柳
、
柳
女
、
嵐
川
、
由
翁
、
里
董
、
方
信
、
僧

雉

庵
、�

白
圭
、
江
涯
、
斗
醉
、
丁
東
、
野
菊
、
秦
夫
、
良
水
、
雲
裏
、

舎
樹
、
素
川
、
麦
水
、
冷
五
、
李
音
、
茶
莟
、
太
求
、
漢
良
、
茶
合
、

在
貫
、
甫
尺
、
羅
浮
、
定
雅
。
巻
末
に
几
董
跋
文
を
据
え
る
。

○
江
涯
編
、
四
月
序
の『

浪
速
住』

(

全
集
８)

に
定
雅
発
句
四
入
集
。

冬
の
部
に
定
雅
・
甫
尺
・
江
涯
の
歌
仙
。
立
句
は

｢

う
し
ろ
よ
り
来
る

人
く
ら
き
落
葉
哉

定
雅｣

。｢

や
ぶ
入
の
出
立
や
白
き
も
め
ん
足
袋

定
雅｣
｢

杜
若
水
は
さ
な
が
ら
夏
げ
し
き

定
雅｣

｢

秋
の
暮
念
仏
う
か

び
て
申
け
り

定
雅｣

｢

松
が
え
に
か
す
む
日
影
や
神
無
月

定
雅｣

注

注
１

西
村
定
雅
の
先
行
研
究
と
し
て
、
古
く
は
水
落
露
石

｢

西
村
定
雅｣

(『

ホ
ト
ト
ギ
ス』

明
治
三
五
年
一
一
月)

、
藤
井
紫
影

｢

西
村
定
雅｣
｢

江
戸
後
期
の
京
阪
小
説
家｣

(『

江
戸
文
学
研
究』

大
正
十
年)

、
昭
和

に
入
っ
て
、
中
村
俊
定

｢

定
雅｣

(『

続
俳
句
講
座
・
俳
人
評
伝
篇』

昭

和
九
年)

、
高
木
蒼
梧

｢

定
雅｣

(『

俳
諧
人
名
辞
典』

昭
和
三
五
年)

、

最
も
新
し
い
も
の
に

｢

西
村
粋
川
子｣

(｢

女
子
大
国
文｣

第
七
二
号

昭
和
四
九
年
二
月
、『

近
世
中
期
小
説
の
研
究』

再
録)

が
あ
る
。

注
２

田
中
道
雄

｢

無
外
庵
既
白
小
伝｣

(『

近
世
文
芸

資
料
と
考
証』

九
、

一
九
七
四
年
二
月)

に
よ
る
。

注
３

『

風
羅
念
仏』

(

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵)

土
卵
跋
文
に

｢

既
白
あ
り

て
、
此
風
羅
念
仏
を
伝
へ
た
り
。
終
焉
の
時
に
い
た
り
て
椿
花
の
ぬ
し

に
か
の
念
仏
の
始
末
を
ね
も
こ
ろ
に
伝
へ
、
猶
惟
然
師
か
手
蹟
の
た
ん

さ
く
を
あ
た
ふ
。｣

と
あ
る
。

注
４

『

蕪
村
全
集』

七
巻

編
著
・
追
善

(

講
談
社
、
一
九
九
五)

所
収
。
以

下
、｢

全
集｣

。

注
５

『

俳
書
叢
刊』

九

(

臨
川
書
店
、
一
九
八
八)

所
収
。

注
６

『

天
明
俳
諧
集』

(

新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八)

注
７

几
董
句
入
集
状
況
に
つ
い
て
は
、
浅
見
美
智
子
編
校

『

几
董
発
句
全
集』

(

八
木
書
店
、
平
成
九
年)

を
参
照
し
た
。

注
８

古
市
駿
一

｢

近
江
八
幡
豪
商
西
川
庄
六
所
持

大
文
字
屋
文
庫
翻
刻
紹

介
撰

(

十)

雲
羅
坊
・
呉
夕
庵
江
涯
と
竹
庵
連
中
の
こ
と

｣
｢

義
仲
寺｣

一
四
一
号

(

昭
和
五
三
年
十
月
十
一
日
発
行)

掲
載
。

注
９

古
市
駿
一

｢

近
江
八
幡
豪
商
西
川
庄
六
所
持

大
文
字
屋
文
庫
翻
刻
紹

介
撰

(

十
三)

雲
羅
坊
・
呉
夕
庵
江
涯
と
竹
庵
連
中
の
こ
と

｣
(｢

義
仲
寺｣

一
四
三
号

昭
和
五
三
年
十
二
月
十
一
日
発
行)

注
10

安
永
四
年
閏
十
二
月
十
一
日
付
霞
夫
・
乙
総
宛
蕪
村
書
簡(

大
谷
篤
蔵
・
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藤
田
真
一
校
注

『

蕪
村
書
簡
集』

岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年)

に

｢

一
、

当
年
は
病
中
ゆ
へ
、
例
之
春
帖
相
休
み
申
候
。
左
様
に
御
心
得
可
被
下

候
。
併
に
春
に
い
た
り
梅
花
帖
と
申
も
の
を
出
し
て
、
春
帖
の
代
り
に

た
の
し
み
可
申
歟
と
心
が
け
居
申
候
。｣

と
す
る
。

注
11

安
永
四
年
閏
十
二
月
十
七
日
付
几
董
宛
蕪
村
書
簡

(『

蕪
村
書
簡
集』)

に

｢

一
、
初
く
わ
い
し
一
順
見
申
候
。
い
か
に
も
お
も
し
ろ
く
候
。
申

所
も
無
御
座
候
。
し
か
し

｢

野
鼠｣

の
句
、｢

つ
ら
か
く｣

と
い
ふ
事
、

余
り
も
と
め
た
る
も
の
に
て
、
却
て
発
句
の
す
が
た
を
失
ひ
候
…｣

注
12

『

天
明
俳
書
集』

三

京
都
編

(

平
成
三
年
、
臨
川
書
店)

所
収
。

注
13

文
化
二
年
正
月
元
旦
雲
帯
宛
五
蓬
書
簡

(

日
本
書
誌
学
大
系
七
四
、
矢

羽
勝
幸

『

近
世
後
期
俳
諧
の
研
究』
所
収)

に

｢

甫
尺
四
月
没
去｣

。

注
14

几
董

『

丙
申
之
句
帖』

巻
五

(

全
集
３)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
几
董

や
蕪
村
は
頻
繁
に
無
為
庵
を
訪
れ
て
い
る
。

『

月
の
夜』

中
の
几
董
句

｢

明
月
や
朱
雀
の
鬼
神
絶
て
出
ず｣

は
、
句

帖
に

｢

無
為
庵
兼
題
八
月
十
二
日
／
月
前
懐
古
／
名
月
や
朱
雀
の
鬼
神

た
へ
て
出
ず｣

と
あ
る
。『

月
の
夜』

で
は

｢

雲
散
リ
て｣

連
句
が
巻
頭

に
位
置
し
、
続
い
て
蕪
村
発
句
、
几
董｢

明
月
や｣

発
句
が
並
ぶ
。
よ
っ

て

｢

雲
散
リ
て｣

連
句
は
八
月
十
二
日
、
も
し
く
は
そ
の
前
後
に
編
ま

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
蕪
村
と
几
董
は
、
こ
の
句
会
の
た
め

に
互
い
に
句
案
を
見
せ
、
意
見
を
交
わ
し
て
い
る

(

安
永
五
年
八
月
十

一
日
付
几
董
宛
蕪
村
書
簡

(『

蕪
村
書
簡
集』))

。

注
15

『

月
の
夜』

樗
良
序
文
に

｢

こ
と
し
の
秋
は
洛
に
遊
ん
と
お
も
ひ
出
て
、

木
屋
町
の
三
条
な
る
所
に
あ
や
し
の
宿
を
も
と
め｣

。

注
16

『

校
註
俳
文
学
大
系』

一
一

(

七
部
集
総
覧
編
三
、
大
鳳
閣
書
房
、
一
九

二
九)

注
17

拙
稿

｢

定
雅
の
年
刊
句
集｣

(『

連
歌
俳
諧
研
究』

第
百
二
号
、
平
成
十

四
年
二
月)

参
照
。

注
18

浅
野
氏
に
よ
れ
ば
、
善
導
寺
過
去
帳
文
政
十
二
年
の
箇
所
に
、｢

二
月
十

四
日

素
月
禅
定
尼

中
山
江
火｣

と
あ
る
と
い
う
。

注
19

『

几
董
発
句
全
集』

に
よ
る
。

付
記

引
用
に
際
し
て
、
必
要
な
際
は
清
濁
及
び
句
読
点
を
私
に
補
っ
た
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
を
許
可
下
さ
い
ま
し
た
各
所
蔵
機

関
及
び
資
料
の
提
供
、
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
善
導
寺
小
川
隆
宏
氏
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

特
別
研
究
員
奨

励
費)

｢

近
世
中
期
上
方
文
化
史
の
研
究

京
都
東
山
文
化
圏
に
お
け
る

文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に

｣

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

た
な
べ

な
ほ
こ
・
国
文
学
研
究
資
料
館
非
常
勤
職
員)
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